「それ 喧嘩 だ」 

「浪人 組 同志 だ」 

「あぶない あぶない、 逃げろ 逃げろ」 

ヮ— ッ 〔# 「ヮ ー ッ」 は 底本で は 「ヮ ー ッ匕 と 群衆な だ 

れを 打ち、 一時に 左右へ 開いた が 、遠巻きに して 眺め 

ている。 

浪人 組の 頭 深 見 十左衛 門、 その子 息の 十三 郎、 これ 

がー 方の 暄曄 頭、 従う もの 二三 十 人、 いずれも 武道 鍛 

練の、 度胸の 据わった 連中で ある。 

と き 

その 相手 は土岐 与左衛 門と、 その 一 味の 浪人 組、 そ 



の 数お よそ 三 四十 人。 

おりから 春、 桜花の 盛リ、 所 は 浅 草 観世音 境内、 そ 

の 頃に あっても 江戸 一 の 盛り場、 しかも 真昼で 人出 多 

く、 賑わい を 極めてい る 時であった。 

「あいや 土岐 氏」 と 十三 郎、 ヌッ 〔# 「ヌ ッ」 は 底本で 

は 「ヌッ 匕 とば かりに 進み出た。 

年 この 時 二十 八 歳、 色白く 美男で ある。 その 剣道 は 

一 刀 流、 免許の 腕 を 備えて いる。 

ちろ と 

「過日 我らが 組 下の 一 人、 諸 戸 新 吾と 申す 者、 貴殿の 

部下た る 矢 部 藤 十 殿に、 鞘当ての ことより 意趣と なり、 

双方 果し 合い 致した ると ころ、 卑怯に も 矢 部 殿に は 数 



助け 助けら れ るに 不思議 は) y ざらぬ、 矢 部 を 渡さば 成 

敗す る。 かよう 云われる 貴殿の 言葉 を、 承知 致した そ 

の 上で、 矢 部 を 貴殿に 渡した が 最後、 拙者の 面目 丸 潰 

れじ や。 お断わり お断わり、 決して 渡さぬ！」 

これ も 立派に 云い 切った。 

「なるほど」 と 云った は 十三 郎、 

「お 言葉 を 聞けば ごも つ とも、 よも や ムザム ザ 矢 部 殿 

を、 我々 の 手へ はお 渡し あるまい。 止む を 得ぬ 儀、 貴 

殿と 拙者、 ここで 果し 合い 致しましょう」 

「左様 さ」 と 云った が土岐 与左衛 門、 承知す るより 仕 

方なかった。 



「よろし ゆう ござる、 お 相手 致そう」 

それから 部下 を ジロリ と 見た が、 

「これ 貴殿 方、 助太刀 無用、 我ら 二人 だけで 立ち会い 

致す。 よろしい かな、 お心得な され」 

こうは 云った が 眼 使い は、 その 反対 を 示して いた。 

一同 刀 を 抜き 連ら ね、 一斉に 引つ 包んで 打って 取れ。 

よい かよい かと 云って いるので ある。 

「いざ」 と 云う と土岐 与左衛 門、 大刀 〔# 「大刀」 は マ 

マ〕 サッと 鞘ば しらせた。 

グ ー ッと 付けた は 大上段、 相手 を 呑んだ 構えで ある。 

「いざ」 と 同時に 十三 郎、 鞘ば しらせた が 中段に 付け 



落とさば そこへ 付け込んで、 無念 流での 岩石 落とし、 

肩 を はねよう 一 刀に カツ！ と 与 左 衛門は 〔# 「与 左衛 

門 は」 は 底本で は 「与 左 衛門を 匕 見張った が、 期待 外れ 

て 十三 郎、 飛び退って 依然 同じ 構え、 中段に 付けて 揺 

力る レ 

と、 思った も 一刹那、 年若 だけに 精悍の 気象、 十三 

郎ス ルス ルと 進み出た。 
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据わった 腰、 見詰めた 眼、 溢れよう とする 満腹の 覇 

気ス ルス ルと 進み出た 十三 郎に 押され、 土岐与 左衛門 



ガッ シリ、 黒々 と 胸毛が 生えて いる。 そのく せ 肌色 

皓々 と 白い。 

腕 をのば すと 釣鐘の 龍 頭、 グッと 摑んで 引き下ろし 

た。 見る 間に 双手 を 鐘の 縁、 そいつへ 掛ける と 大力 無 

双、 頭上へ 差し上げた ものである。 

と、 投げ込ん だは 浪人 組の 中、 地 響と 共に ゴ II ン 

と 鳴り、 音が 容易に 消えて 行かない。 

仰天した 二 派の 浪人 組、 サ II ッと 左右へ 引いた が 

付け目、 ヒラリ と 飛び込んだ 裸体の 男、 鐘 を 引き起こ 

すと カッパと 伏した。 龍 頭 を 踏まえて 突っ立つ たが、 

左右 を 見比べる と 両手 を 拡げ、 さて それから 云いだ し 



振りに、 思わず 溜飲 を 下げた のであろう。 

3 

気 を 奪われた 浪人 組、 互いに 顔 を 見合わせ たが、 そ 

こ は 老功の 与左衛 門で ある。 けっく 幸いと 考えた。 

「こいつ はいつ そ 任せて しまえ」 

そこで 抜 身 を ダラ リと 下げ、 ット 進み出る と、 云つ 

たもので ある。 

「これ はこれ は 弥左衛 門 殿 か、 お 名前 はとうから 存じ 

て 居ります。 争いの 仲裁まず お礼、 いや 何 原因 も 知れ 

たこと で、 折れ合おう とすれば 折り合います。 またお 



血の 雨の 降るべき 大 修羅場 は、 こうして 平和に 治 

ま つたので ある。 

「こうな つたの もこの 釣鐘が 私に 役立た せて くれた か 

らで、 目出度い 釣鐘、 有難い 釣鐘、 さあさあ それで は 

元の 座へ」 

龍 頭を摑 むと グ —— ッと 引き上げ、 肩へ 〔# 「肩へ」 

は 底本で は 「肩え 匕 担ぐ と 弥左衛 門、 だしの 上へ そっと 

置いた。 

「さあさあ 皆さん 景気よ く、 奉納 寄進して おくん なせ 

え」 

声を掛け ると 美しい 女 や 男 達、 ドッと 喜びの 声 を 上 



げ、 すぐに 続けて 賑やかな 囉、 それから だし を 引き出 

した。 無事に 寄進が 出来た ので ある。 

見て いた 群集 も賞讃 し、 

「釣鐘 様！ 弥左衛 門 様！」 

「釣鐘の 親分！ 釣鐘 弥左衛 門！」 

—— 爾来 人々 弥左衛 門 を、 釣鐘 弥左衛 門と 称した が、 

それ 程の 釣鐘 弥左衛 門 も、 兄 分と 立てなければ 〔# 「な 

ければ」 は 底本で は 「なけれ は 匕 ならなかった 〔# 「なら 

なかった」 は 底本で は 「ならな つかた 匕 の は、 緋鯉の 藤 兵 

衛 という 町 奴であった。 
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ある 日と 云っても ずっと 後 だ —— 寛 文 年間の ことで 

ある。 

「兄貴お いで か」 と 云いながら、 訪ねて 来たの は 釣鐘 

弥左衛 門。 

「これ は 釣鐘、 珍ら しいの」 

こう 言った の は 緋鯉の 藤 兵衛、 長火鉢の 前に 坐って 

いる。 

向かいあって 坐った 釣鐘 弥左衛 門、 今日は 一向 元気 

力な レ 

そういえば 緋鯉の 藤兵衛 にも、 さっぱり 元気がない 
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藤 兵 衛は谷 中に 住んで いた。 そこで 谷 中の 藤 兵衛と 

も 云う。 彼 は 金魚 組の 頭領であった。 そこで 緋鯉の 藤 

兵衛 とも 云う。 軀幹 長大 色白く、 凜々 たる 雄 風し かも 

美男、 水色 縮緬の 緋鯉の 剌繡、 寛活 伊達の 衣裳 を 着、 

ばち びん まこと 

髪 は 撥 髪、 金魚 額、 蠟 鞘の 長物 落し 差し 洵 に 立派な 風 

采 であった。 

そうして 彼 は 名門で もあった。 その実 姉に 至って は、 

かすが のつ ぼね めのと 

春 日 局に 引き立てられ、 四 代将 軍 綱吉の 乳母、 それに 

なった 矢 島 局で ぁリ、 そういう 縁故が あると ころから、 



立派に 言い切った ものである。 

「さよう か」 と 伊豆守 打ち 案じた が、 

「では 町 奴と 申す もの、 世上の 花！ 仁俠児 だの」 

「御意の 通りに) 」 ざいます」 

「で 近世 名に 高い、 町 奴と いえば 何者かの？」 

声に 応じて 緋鯉の 藤 兵衛、 こ こぞとば かリ大 音に 

言った。 

「近世 最大の 町 奴、 藩隨 院長 兵衛 にご ざいます」 

「ふふん、 さよう か、 藩隨 院長 兵 衛？」 

伊豆守、 首 を 傾げた。 

「その 藩隨 院長 兵衛 〔# 「藩隨 院長 兵衛」 は 底本で は 「藩 



衛、 どのような 人物 かと 申します に、 素性 〔# 「素性」 

は 底本で は 「素 情 匕 は 武士、 武術の 達人、 心 は 豪放 潤 達 

ながら、 一 面 温厚 篤実の 長者、 しかも 俠気は 満腹に 允 

ち 生死 はっとに 天に 任せ 悠々 自適の 所 も あり、 子分 を 

愛する 人情 は、 母の 如くに 優しく も あれば、 父の 如く 

に 厳しく も あり、 洵に 緩急よ ろしき を 得、 財 を 惜しま 

ずよ く 散 じ、 極めて 清廉で ございました。 然るに」 と 

言う と 緋鯉の 藤 兵衛、 またも 一 膝 進めた が、 

二方 水 野 十 郎左衛 門、 天下のお 旗本で ありながら、 

大小 神祇 組、 俗に 申せば、 白 柄 組なる 組 を 作られ、 事々 

に 我々 町 奴 を、 目の敵に して 横車 を 押され、 町中に お 



その上 死骸 を 荒菰に 包み、 むごたら しく も 川に 流し、 

ご 自身 方 は 今に 繁昌、 なんのお 咎 もな きご 様子、 殿！」 

と 云う と 今度 は 藤 兵衛ス ルス ルス ルス ルと 下った が、 

額 を 畳 へ 押し付けて しま つ た。 
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畳へ 押し付けた 額 を 上げる と、 藤兵衛 云い 出した も 

ので ある。 

「長 兵衛は 男に ございます。 それに 反して、 水 野 様 は、 

卑怯な お 侍に ござります」 

グッ とば かりに 唾 を 呑んだ が、 
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